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2 ．  中 谷 卯 三 郎 と 中 谷 家 の 人 び と  

 

曾 祖 父 ・卯 三 郎 は石 工 として、またキリスト教 徒 として、今 治

の地 域 発 展 に大 きな足 跡 を残 した  

  

 中 谷 稔 氏 の 曽 祖 父 に あ た る 中 谷 卯 三 郎 は 、今 治 教 会 の 創 立 者 7 名

の う ち の ひ と り で あ る 。 今 治 教 会 は 1 8 7 9 年 に 設 立 さ れ 、 中 国 ・ 四

国 地 方 で も っ と も 早 く 設 立 さ れ た 、 由 緒 あ る プ ロ テ ス タ ン ト 系 教 会

で あ る 。 卯 三 郎 を 含 む 創 立 者 に は 、 あ る 共 通 点 が あ る 。 大 工 や 鍛 冶

屋 、 米 屋 な ど 商 工 業 に 従 事 し て い た 人 が ほ と ん ど で 、 卯 三 郎 も 石 工

を 生 業 に し て い た 。 中 谷 家 の 先 祖 は 、 1 6 0 0 年 に 宇 和 島 よ り 伊 予 国

府 2 0 万 石 に 転 じ た 藤 堂 高 虎 が 今 治 城   を 築 城 す る 際 に 河 内 長 野

か ら 連 れ て き た 石 工 で 、代 々 職 人 の 家 系 で あ っ た 。中 谷 氏 提 供 の「 中

谷 家 系 図 」 に よ る と 、 も っ と も 古 い 記 録 で 、 1 7 4 3 年 没 の 中 谷 與 兵

衛 の 名 前 が 記 さ れ て い る 。 そ し て 、 卯 三 郎 は 1 9 0 4 年 逝 去 と あ る 。 

 

     

 

 

 

（ 写 真 ： 日 本 キ リ ス ト 教 団 今 治 教 会 「 今 治 基 督 教 會 沿 革 小 史 」 よ り ） 

LOOKS
ノート注釈
中谷卯三郎（石工）の他に、真鍋定造、蜂谷徳三郎（小間物屋）、大倉治衛門（大工）、渡邊福治（鍛冶屋）、矢野万助（米屋）、そしてここに大阪梅本公会から転籍した八木治作（渡海用達）が加わり、教会設立者は7名を数えた。真鍋定造以外は、みな商工業に携わっていた。（今治基督教会編［2004］13頁）。

LOOKS
ノート注釈
藤堂高虎によって1604年に築城。別名、吹揚城。堀には海水が引かれ、港を備えた日本でも屈指の海城である。1869年の版籍奉還によって廃城。1953年、県指定史跡となる。
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明 治 初 期 の キ リ ス ト 教 と 商 工 業 者 と の 深 い 関 係 は 、 今 治 に 限 っ た

こ と で は な い 。 た と え ば 、 今 治 教 会 と ゆ か り の あ る 新 島 襄   出 身

の 群 馬 で は 、お な じ プ ロ テ ス タ ン ト 系 教 派 に 属 す る 1 8 7 8 年 設 立 の

安 中 教 会 や 1 8 8 4 年 設 立 の 甘 楽 教 会 な ど で は 、多 く の 蚕 糸 業 者 や 製

糸 業 者 が 関 係 し 、 地 域 の 発 展 に 貢 献 し た 。 こ の よ う に 、 明 治 初 期 の

キ リ ス ト 者 で 商 工 業 に 従 事 し て い た 事 例 は 多 く あ る 。  

卯 三 郎 が キ リ ス ト 教 に 関 心 を も つ に 至 っ た 経 緯 に つ い て は 定 か で

な い が 、中 谷 氏 は つ ぎ の よ う な こ と を 話 し て く れ た 。「 卯 三 郎 は 石 工

仲 間 の 元 締 め を や っ て い て 、 蒼 社 川 の 橋 を つ く っ た と き に 台 風 で 川

に 流 さ れ 壊 れ て し ま っ た 。 ひ ょ っ と し た ら 、 こ れ が き っ か け だ っ た

か も し れ ん な 。 昔 の 時 代 だ か ら そ う い う 記 録 が 残 っ て い な い ん で す

け ど 、 そ ん な 話 を 昔 聞 い た よ う な 記 憶 が あ り ま す ね 。」  

 卯 三 郎 に は 、 妻 タ キ ヨ と の 間 に 6 人 の 娘 （ 長 女 ひ さ 、 次 女 雪
ゆ き

枝
え

、

三 女 末
す え

、 四 女 梅 代
う め よ

、 五 女 ま り え 、 六 女 直
な お

） が お り 、 1 歳 で 亡 く な っ

た ま り え を 除 い て 、い ず れ も キ リ ス ト 教 徒 で あ っ た 。四 女 の 梅 代 は 、

中 谷 氏 の 祖 母 に あ た る 。 三 女 の 末 は 阿 部 平 助 の 実 弟 ・ 光 之 助 の 長 男

の 陽 太 郎 と 結 婚 し 、 六 女 の 直 は 阿 部 平 助 の 長 男 で 阿 部 ( 株 ) の 二 代 目

社 長 の 秀 太 郎 に 嫁 ぎ 、 同 社 三 代 目 社 長 と な る 和 男 を も う け て い る 。

つ ま り 、 中 谷 家 と 阿 部 家 は 親 戚 関 係 に あ る 。  

 卯 三 郎 は 、 キ リ ス ト 教 徒 で た く さ ん の 女 の 子 に 恵 ま れ た こ と も あ

っ て 、 女 子 教 育 に は 早 く か ら 熱 心 に と り 組 ん だ 。 明 治 初 期 に 来 日 し

た キ リ ス ト 教 宣 教 師 た ち は 、 社 会 的 に 身 分 の 低 か っ た 女 性 に 対 し て

女 学 校 を 設 立 し 、 女 性 た ち に も 教 育 を 受 け る 機 会 を 与 え た 。 た と え

ば 、 今 治 の 女 性 の 多 く が 学 ん だ 神 戸 女 学 院 （ 現 ・ 神 戸 女 学 院 大 学 ）

や フ ェ リ ス 和 英 女 学 校   （ 現 ・ フ ェ リ ス 女 学 院 大 学 ）、 東 洋 英 和

女 学 校   （ 現 ・ 東 洋 英 和 女 学 院 大 学 ） な ど 全 国 に 点 在 し た 。 神 戸

女 学 院 は 、 1 8 7 3 年 に ア メ リ カ か ら 来 日 し た プ ロ テ ス タ ン ト （ 会 衆

派 ） の 女 性 宣 教 師 ・ E . タ ル カ ッ ト と J . E . ダ ッ ド レ ー が 神 戸 に 開 い た

私 塾 「 デ イ ・ ス ク ー ル 」 を 前 身 と し 、 1 8 7 5 年 に 「 神 戸 ホ ー ム 」、

1 8 9 4 年 に 神 戸 女 学 院 と 改 称 し 、 キ リ ス ト 教 精 神 に も と づ い た 女 子

LOOKS
ノート注釈
キリスト教教育者。安中藩の武士の子として生まれる。1864年にアメリカへ渡航し、アメリカにて受洗。帰国後、1875年に同志社英学校を設立し、多くの優秀な人材を輩出。今治教会初代牧師の横井時雄をはじめ、海老名弾正、浮田和民、徳富蘇峰、安部磯雄などがいる。

LOOKS
ノート注釈
1870年にアメリカのプロテスタント（長老派）の宣教師J.C.ヘボンによって創設された、「フェリス・セミナー」を前身にもつ、日本最初の女子教育機関。1875年にフェリス和英学校となり、1941年に横浜山手女学院、1950年にフェリス女学院と改称。戦後は短期大学として発足したが、1965年に４年制大学を設置。

LOOKS
ノート注釈
1884年にカナダのプロテスタント（メソジスト派）の宣教師M.J.カートメルによって、東京麻布に設立された。東洋英和女学院、東洋英和女学院短期大学の設立をへて、1989年に４年制大学を開設。
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教 育 を 施 し た 。  

 キ リ ス ト 教 宣 教 師 た ち に よ る 女 子 教 育 と は 別 に 、 国 の 近 代 に お け

る 女 子 中 等 教 育 の 整 備 は 、 1 8 9 1 年 の 「 中 学 校 令 改 正 」 に よ る 女 子

中 等 教 育 規 定 の 設 置 、 つ い で 1 8 9 5 年 の 「 高 等 女 学 校 規 定 」 公 布 、

1 8 9 9 年 の 「 高 等 女 学 校 令 」 公 布 を も っ て 完 成 し た 。 こ の よ う な 国

の 動 き を 受 け て 愛 媛 県 で は 、 1 8 9 8 年 に 「 高 等 女 学 校 補 助 規 程 」 が

制 定 さ れ 、 こ の 補 助 の も と で 今 治 で も 高 等 女 学 校 の 設 立 に 向 け て 動

き 出 し た 。 そ し て 、 1 8 9 9 年 に 町 立 今 治 高 等 女 学 校 （ 愛 媛 県 立 今 治

北 高 等 学 校 の 前 身 ） が 設 立 さ れ た 。 同 校 の 創 設 に 卯 三 郎 が 係 わ り 、

開 校 式 で は 来 賓 と し て 祝 辞 を 述 べ て い る （ 愛 媛 県 立 今 治 北 高 等 学 校

創 立 百 周 年 記 念 通 史 編 集 委 員 会 編 ［ 1 9 9 9 ］ 6 頁 ）。 今 治 に お け る 女

子 教 育 が 他 の 地 域 に く ら べ る と 活 発 で あ っ た の は 、 こ の よ う な 背 景

が あ っ た か ら で あ る 。  

卯 三 郎 の 女 子 教 育 に 果 た し た 功 績 は 愛 媛 県 に 認 め ら れ 、 1 9 0 0 年

に 県 か ら 教 育 功 労 者 と し て 褒 賞 を 授 与 さ れ た 。 ま た 、 娘 た ち を 神 戸

女 学 院 に 入 学 さ せ 、 女 子 の 身 分 が 低 か っ た 時 代 に 先 見 の 明 を も っ て

女 子 の 教 育 に 力 を 注 い だ 。  

そ れ ゆ え 、 中 谷 氏 の 祖 母 ・ 梅 代 も 明 治 の 時 代 に あ っ て 高 い 教 育 を

受 け た 女 性 で あ っ た 。 梅 代 は 、 神 戸 女 学 院 を 卒 業 し て 帰 今 し 、 越 智

才 治 と 結 婚 し て 中 谷 氏 の 父 ・ 信 之 氏 を 産 ん だ 。 才 治 は 、 今 治 市 玉 川

町 鈍 川 の 出 身 で 越 智 家 か ら 中 谷 家 に 養 子 に 入 っ た 。 才 治 は 、 愛 媛 県

師 範 学 校 （ 現 ・ 愛 媛 大 学 ） を 卒 業 後 、 鈍 川 に 戻 っ て 一 時 教 員 を し た

の ち 、 三 菱 の 鉱 業 部 門 に 入 社 し た 。 入 社 し て か ら と い う も の 、 兵 庫

の 生 野 銀 山 を は じ め 全 国 の 三 菱 系 の 鉱 山 を 渡 り 歩 い た た め 、 信 之 氏

も 中 谷 氏 と 同 様 に 、 幼 少 の 頃 は 父 親 の 仕 事 の 関 係 で 全 国 を 転 々 と し

た 。  

 中 谷 氏 に は 3 人 の 姉 妹 弟 が い る 。 姉 の 昭 子 氏 は 、 今 治 高 等 女 学 校

を 出 て 、 阿 部 ( 株 ) に 5 、 6 年 ほ ど 勤 務 し た の ち 、 画 家 を 目 指 し て 東

京 藝 術 大 学 工 芸 科 に 入 学 し た 。 ア ル バ イ ト を し な が ら 学 費 を 稼 ぎ 、

苦 学 し て 卒 業 し た 。卒 業 後 は 国 費 留 学 生 と し て 2 年 間 イ タ リ ア で 修
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業 し 、帰 国 し て か ら 現 在 に 至 る ま で 工 芸 を ラ イ フ ワ ー ク と し て い る 。

お な じ 東 京 藝 術 大 学 を 卒 業 し た 高 階 重 紀   に 師 事 し て い た 関 係

で 、 今 治 市 河 野 美 術 館 で は 「 高 階 重 紀 と そ の 弟 子 た ち 展 」 と う 展 覧

会 に 作 品 を 出 展 し て い る 。 こ の 展 覧 会 は 、 同 館 で は 恒 例 の 展 覧 会 と

な っ て お り 、 昨 年 の 2 0 1 3 年 8 月 1 4 日 ～ 1 8 日 に は 第 2 3 回 目 を

迎 え た 。  

姉 も 含 め て 、 聖 和 女 学 院 を 卒 業 し て 幼 稚 園 の 先 生 を や っ て い た 妹

の 和 子 氏 と 建 築 模 型 製 作 を 仕 事 と す る 弟 の 浩 二 氏 も 、 現 在 、 み な 東

京 に 住 ん で い る 。 も と も と 中 谷 家 は 本 籍 が 東 京 の 田 園 調 布 に あ っ た

か ら 、東 京 に は 縁 が あ る 。縁 が あ る と 言 え ば 、先 に も 触 れ た よ う に 、

中 谷 家 と 阿 部 家 は 親 戚 関 係 に あ っ て 、一 家 が 今 治 で 生 活 し て い た 間 、

母 親 の 正 子 氏 と 姉 の 昭 子 氏 、 中 谷 氏 本 人 が 阿 部 ( 株 ) に 出 入 り し 、 生

活 面 で 世 話 に な っ た 。 と く に 、 終 戦 後 一 家 が 今 治 に 引 き 揚 げ た 際 、

母 親 が 家 族 の 生 活 を 支 え る う え で 、 そ の 存 在 は 大 き か っ た 。 中 谷 氏

が 阿 部 ( 株 ) 入 社 後 、「 生 涯 恩 返 し 」 の 気 持 ち で 会 社 に 尽 く し た の も 、

そ の よ う な 経 緯 が あ る 。  

 

 

3 ．  岩 田 商 事 ( 株 ) の 倒 産 と 阿 部 ( 株 ) へ の 入 社  

 

この世 の中 というのは、理 不 尽 なことがまかり通 るんだな  

 

 中 谷 氏 が 、 岩 田 商 事 ㈱ と 阿 部 ( 株 ) に 入 社 す る き っ か け を つ く っ た

人 が 、 阿 部 光 之 助 の 長 男 ・ 陽 太 郎 と 末 の 間 に で き た 娘 八 重 子 と 結 婚

し て 婿 養 子 に 入 り 、当 時 大 阪 支 店 長 だ っ た 大 月 勤 氏 で あ る 。「 こ の 人

が わ た し の 人 生 に 大 き く 影 響 し た 」 と 中 谷 氏 が 言 う よ う に 、 中 谷 氏

に と っ て 大 月 氏 は 重 要 な 人 物 で あ り 、 大 阪 で の 苦 学 生 時 代 や 岩 田 商

事 ㈱ の 倒 産 後 に 手 を 差 し 伸 べ て く れ た 。  

 岩 田 商 事 ㈱ は 、 船 場 八 社 に 入 る 大 阪 の 繊 維 問 屋 で 、 阿 部 ( 株 ) と 取

引 が あ っ た 。 そ の 繋 が り で 、 大 月 氏 が 高 等 学 校 を 卒 業 し た ば か り の

LOOKS
ノート注釈
画家。1912年岩手県水沢市に生まれ、戦争中に夫人の実家がある今治市に疎開し定住する。東京美術学校（現・東京藝術大学）油絵科出身。愛媛県の美術界の発展に尽力。
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中 谷 氏 を 岩 田 商 事 ㈱ に 紹 介 し 、採 用 試 験 を へ て 1 9 5 2 年 4 月 か ら 新

入 社 員 と し て 入 社 し た 。 同 時 に 、 大 阪 市 立 大 学 商 学 部 の 夜 間 部 に 通

っ た 。 大 学 で は 、 4 年 間 み っ ち り と 経 営 の 基 礎 を 学 ん だ 。  

 

図 1  阿 部 （ 株 ） の 歴 代 社 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 は 、 中 谷 氏 の 幼 少 の 頃 の 夢 は 、 医 者 に な る こ と で あ っ た 。 小 学

校 4 年 生 の と き 、 誤 っ て 自 分 で 目 の 網 膜 を 傷 つ け て し ま い 、 手 術 を

し て 1 ケ 月 ほ ど 病 院 に 入 院 し た こ と が あ る 。こ の 苦 い 経 験 か ら 医 者

に な る 夢 を も っ た 。 中 学 生 に な っ た ら 、 父 親 の 影 響 な の か 血 筋 な の

か 、 モ ノ づ く り に 携 わ り た く て 工 学 を 学 び た い と お も う よ う に な っ

た 。 出 身 が 東 京 だ っ た の で 受 験 す る な ら 東 京 の 大 学 、 し か も 周 り に

東 京 大 学 出 身 者 が い た か ら 、 漠 然 と 東 京 大 学 を 受 験 し よ う と 考 え て

い た 。 し か し 、 長 男 の 中 谷 氏 が 大 学 に 進 学 す る ほ ど 家 計 に 余 裕 は な

か っ た 。「 先 々 の こ と を 考 え た ら 、生 活 し な い と い け な い し 、そ れ だ

っ た ら や っ ぱ り ど こ か 勤 め な い と い け な い 」 と 考 え 直 し 、 大 月 氏 の

仲 介 に よ っ て 岩 田 商 事 ㈱ の 採 用 試 験 を 受 け 、 働 き な が ら 通 学 可 能 な

大 阪 市 立 大 学 で 学 問 を 修 得 し よ う と 決 め た 。  

岩 田 商 事 ㈱ の 初 任 給 は 5 , 0 0 0 円 。給 料 で 自 活 し な が ら 、大 学 に 通

う 日 々 が つ づ い た 。大 学 時 代 の 友 人 と は 、い ま で も 付 き 合 い が あ り 、

社 会 人 な が ら も 大 学 生 の 醍 醐 味 を 十 分 に 味 わ え た 。  

 岩 田 商 事 ㈱ で の サ ラ リ ー マ ン 生 活 は 約 2 年 と い う 短 い も の だ っ た
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が 、 2 つ の こ と を 学 ん だ 。 ひ と つ は 、 投 機 的 取 引 で あ る 。 入 社 後 す

ぐ に 、 中 谷 氏 は 三 品 取 引 所 で 綿 糸 取 引 の 仕 事 を 任 さ れ た 。 会 社 が 倒

産 す る 1 9 5 4 年 6 月 ま で 、綿 糸 取 引 に 従 事 し 、投 機 的 な モ ノ の 売 買

と い う も の を い や と い う ほ ど 知 っ た 。「あ る 時 期 非 常 に 利 益 が 出 て も 、

結 局 つ づ か な い 。 最 終 的 に は 、 み ん な 損 を す る 。 一 発 勝 負 の 取 引 は

儲 か ら な い 」 こ と を 痛 感 し た 。  

 も う ひ と つ は 、 ビ ジ ネ ス の 世 界 で は 「 小 の 虫 を 殺 し て 大 の 虫 を 助

け る 」 と い う こ と だ 。 岩 田 商 事 ㈱ が 倒 産 し た 理 由 は 、 当 時 、 旧 三 井

物 産 系 の 第 一 通 商 ( 株 )   と の 取 引 に お い て 1 億 5 , 0 0 0 万 円 ほ ど の

債 務 を 抱 え て い た が 、 第 一 通 商 （ 株 ） が 旧 三 井 物 産 系 の 他 の 2 社 と

合 同 合 併 す る と き に そ の 債 務 を 処 理 し 、 岩 田 商 事 ( 株 ) が そ れ を 背 負

う こ と に な っ た の で あ る 。「 仲 間 取 引 の 清 算 不 能 」の た め 、財 務 上 深

刻 な 局 面 に 陥 っ た 岩 田 商 事 ㈱ だ っ た が 、 銀 行 は 多 額 の 債 務 を 抱 え た

会 社 を 見 放 し た 。 こ れ に よ っ て 、 岩 田 商 事 ㈱ は 1 9 5 4 年 に 経 営 破 綻

し た 。こ の と き を 振 り 返 っ て 中 谷 氏 は 、「 こ の 世 の 中 と い う の は 、こ

う い う 理 不 尽 な こ と が ま か り 通 る ん だ な と 、い や と い う ほ ど 知 っ た 」

と 吐 露 し て い る 。（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 

LOOKS
ノート注釈
財閥解体後の旧三井物産系の会社において有力4社（他に、第一物産、室町物産、日本機械貿易）のひとつ。そのうち、室町物産は1953年に日東倉庫建物と合併し「三井物産」の商号を名乗り、これに対抗するように、第一通商を含む残りの3社が合同合併し第一物産が誕生した。そして1958年、両社が対等合併して現在の三井物産が設立された。


